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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

取取取りりり付付付けけけ

1
マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. カッティングユニットを下降させる。

4. エンジンを止め、キーを抜き取る。

2
整整整備備備のののたたためめめのののアアアクククセセセススス

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

フフフーーードドドををを開開開けけけるるる
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3
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルををを外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属部部部分分分
ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととときききににに
ははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに注注注意意意すすす
るるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

• バババッッッテテテリリリーーーははは必必必ずずずススストトトラララッッップププ固固固定定定具具具でででしししっっっかかかりりり
ととと固固固定定定しししててておおおくくく。。。

警警警告告告
配配配線線線かかかららら出出出たたた火火火花花花ででで水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身
事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるるととと
ケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス赤赤赤ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブ
ルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

1. バッテリー端子から、マイナスケーブルを外す
図 2。
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1. マイナスケーブル 2. プラスケーブル

2. バッテリーのプラスケーブルについている絶縁カ
バーを外して、プラスケーブルをバッテリーか
ら外す図 2。

4
ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを配配配設設設すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを取取取りりり付付付けけけるるる

重重重要要要 電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備ををを行行行うううととときききははは必必必ずずずバババッッッテテテリリリーーーケケケーーー
ブブブルルルををを取取取りりり外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。そそそののの際際際、、、シシショョョーーートトトををを防防防止止止すすするるる
たたためめめ、、、必必必ずずず黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを先先先ににに取取取りりり外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。
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1. 機体フレームの右側に沿ってワイヤハーネスを配
線する図 3。
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1. バッテリー端子 5. リレー用コネクタ

2. ウォッシャー用コネクタ 6. キャブ用コネクタ

3. ヒューズ60 A 7. キャブ用電源コネクタ

4. ヒューズ10 A

2. バッテリーのプラスケーブルをプラス端子+に固定
しているナットを外す。

3. ワイヤハーネスについているバッテリー用端子
を、バッテリークランプのボルトに接続する。

4. 先ほど外したナットでクランプを締め付ける。

5. 同様の手順で、ワイヤハーネス線をバッテリーの
マイナス端子に接続する。

ウウウォォォッッッシシシャャャーーー液液液ボボボトトトルルルををを接接接続続続すすするるる
1. ウオッシャー液ボトルにプラグを接続する図 4。
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1. ウォッシャー用コネクタ 2. ウォッシャー液ボトルの接
続部

2. ケーブルタイを使用して、ワイヤハーネスをフ
レームに固定する。

注注注 可動部や高温部分にはハーネスを固定しな
いでください。

バババッッッテテテリリリーーーををを接接接続続続すすするるる
1. 赤線と黒線いずれも10ゲージを、フレーム左側

のROPSチューブに沿ってバッテリーへ導く図 5。
2. バッテリーから、まずマイナス側のクランプをゆ

るめて外し、次にプラス側のクランプを同様に
外す図 5。
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1. プラス側のクランプ 4. リング端子

2. マイナス側のクランプ 5. ボルト

3. ナット
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3. 端子ボルトからナットを外す図 5。
4. プラス端子にプラスコネクタ赤線を取り付け、ナッ

トで仮止めする図 5。
5. マイナス端子にマイナスコネクタ黒線を取り付

け、ナットで仮止めする図 5。
6. バッテリーのプラス端子にプラスクランプを取り付

け、その後にマイナス端子にマイナスクランプを
取り付ける図 5。

7. ケーブルタイを使用して、ワイヤハーネスをフ
レームに固定する。

注注注 可動部や高温部分にはハーネスを固定しな
いでください。

キキキャャャブブブのののハハハーーーネネネスススににに接接接続続続すすするるる
1. ハーネスを、機体フレームの右側に沿って配線

する。

2. ハーネスをキャブのハーネスに接続する図 6。
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